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（4）オーステンパの特長
前述の内容から，オーステンパには焼入焼戻しに比べ次

のメリットがある。
（a）焼戻しの必要がない。
（b）焼入れのマルテンサイト変態に比べ，オーステンパ

のベイナイト変態は，体積膨張が少なく，歪の発生
が少ない。

（c）特定の硬さでは，強靱な性質が得られる。
一方，下記のデメリットもある。
（a）大物，厚物は処理できない。

（b）鋼種の制限がある。
S曲線の鼻までの時間が短い鋼種

は冷却速度が不足し，過冷オーステ
ナイトをすべてベイナイト変態させ
ることができない。厚物でも同様で，
表面はすべてベイナイト変態してい
ても，内部では変態が不完全になっ
てしまうからである。
（c）ランニングコストが高い
オーステンパに使用するソルトは

焼入油に比べコストが高く，維持管
理に費用がかかる。小物ばねの処理
が中心になることから，単位時間あ

たりの処理重量は油焼入れに比べ少なく割高になる。
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